
二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

☆ ◎ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎
☆
◎

☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆ ◎ ☆ ☆ ◎ ☆

伯
林
の
幽
霊
に
会
ひ
さ
う
な
秋

岬
鼻
の
野
生
の
馬
や
天
高
し

秋
晴
れ
や
薬
減
ら
せ
て
身
も
軽
く

吉
右
衛
門
の
芸
継
ぐ
は
誰
（

た
）

そ
獺
祭
忌

シ
ン
フ
ォ

ニ
ー

の
指
揮
者
は
見
え
ぬ
虫
し
ぐ
れ

秋
場
所
や
魚
屋
の
猫
と
北
の
富
士

工
作
の
ハ
ン
ダ
の
匂
ひ
夜
長
し

空
二
分
し
て
夏
の
雲
秋
の
雲

爽
や
か
や
読
経
の
尼
僧
美
声
な
る

石
を
投
ぐ
さ
ん
ま
不
漁
の
オ
ホ
ー

ツ
ク

窓
少
し
閉
め
て
虫
の
音
絞
り
た
り

き
ち
き
ち
の
ひ
と
跳
び
解
散
ま
た
選
挙

爽
や
か
や
侠
気
の
見
得
の
吉
右
衛
門

　
幡
随
院
長
兵
衛

年
毎
に
緩
む
涙
腺
小
鳥
来
る

秋
の
夜
や
快
気
褒
美
の
酒
一
合

徒
競
争
（

か
け
く
ら
べ
）

順
位
を
言
は
ず
栗
弁
当

一
心
に
栗
剥
く
妻
の
白
い
指

風
鈴
の
も
は
や
か
し
ま
し
仕
舞
ふ
時

野
分
雲
海
鳴
り
は
げ
し
原
子
炉
塔

霧
籠
め
の
月
山
講
や
鈴
の
音

滾
つ
瀬
や
月
の
か
け
ら
を
躍
ら
せ
て

秋
の
夜
や
生
き
た
証
と
句
集
編
む

白
露
や
形
見
と
な
り
し
初
句
集

松
茸
や
ま
た
も
黙
す
る
父
と
婿

釣
船
の
客
我
独
り
天
高
し

生
き
方
問
ふ
遺
影
の
眼
（

ま
な
こ
）

盆
の
葬

生
傷
は
力
士
の
矜
持
秋
闌
け
る

町
会
か
ら
栄
太
楼
の
菓
子
敬
老
日

雷
鳥
の
母
呼
ぶ
声
や
遭
難
碑

山
宿
の
秋
を
炊
き
込
む
自
在
鉤

旅
宿
の
五
右
衛
門
風
呂
や
虫
す
だ
く

五
郎
太

孤
舟

忠
彦

紀
久
男

盛
雄

天
牛

亜
也

恵
洲

恵
洲

健
介

仝 仝
弘
子

孤
舟

忠
彦

紀
久
男

そ
ら
お

啓
子

ゆ
た
か

仝
一
灯

仝
堂
哉

五
郎
太

忠
彦

紀
久
男

盛
雄

天
牛

一
灯

孤
舟

孤
舟

（

紀
・
正
）

（

眞
・
灯
）

（

紀
・
万
）

（

彦
・
敏
）

（

忠
・
敏
・
三
）

（

忠
・
龍
・
三
）

（

孤
・
彦
・
正
）

（

忠
・
弘
・
灯
）

（

万
・
く
・
亜
）

（

眞
・
孤
・
龍
）

（

保
・
千
・
灯
）

（

眞
・
五
・
正
）

（

万
・
敏
・
允
）

（

千
・
允
・
く
）

（

紀
・
万
・
龍
）

（

万
・
眞
・
猛
）

（

万
・
彦
・
天
）

（

猛
・
万
・
千
・
龍
）

（

紀
・
敏
・
正
・
亜
）

（

孤
・
五
・
弘
・
允
）

（

万
・
孤
・
保
・
弘
）

（

万
・
千
・
ゆ
・
允
）

（

紀
・
万
・
ゆ
・
く
）

（

眞
・
彦
・
弘
・
亜
）

（

紀
・
万
・
弘
・
天
）

（

万
・
忠
・
敏
・
三
）

（

紀
・
孤
・
ゆ
・
く
・
天
）

（

紀
・
万
・
弘
・
正
・
亜
）

（

眞
・
忠
・
孤
・
彦
・
天
）

（

猛
・
万
・
ゆ
・
灯
・
天
）

（

紀
・
万
・
ゆ
・
允
・
く
・
天
）

 
（

と
っ

て
は
い
け
な
い
禁
手
）

 
（

☆
…

下
五
「

仕
舞
ふ
時
」
→
「

仕
舞
時
（

し
ま
ひ
ど
き
）

」
）

 
（

☆
→
「

爽
や
か
な
尼
僧
の
読
経
美
声
な
り
」
）

 
（

☆
…

中
七
「

力
士
の
矜
持
」
→
「

力
士
の
矜
恃
」
）

 
（

☆
…

下
五
「

そ
う
な
」
→
「

さ
う
な
」
）

中
野
一
灯
　
山
崎
亜
也
　
山
内
天
牛

伊
賀
山
そ
ら
お
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄

安
部
眞
希
子
　
楠
田
彦
十
　
後
藤
保
明
　
在
間
千
恵
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明

山
田
け
い
子
　
渡
邊
盛
雄

村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

川
口
孤
舟

 
 
 
 
 
 
第
三
百
七
十
八
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
 
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子
　
豊
田
ゆ
た
か

川
合
万
里
子
　
先
生

　

　
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
八
日
（

木
）

　
　
午
后
六
時
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー



一
点

☆ ◎ ☆ ◎ ☆
☆
◎

◎ ☆ ◎ ☆

凡
庸
に
生
き
て
優
遊
大
根
蒔
く

太
鼓
た
た
く
音
の
虚
し
さ
秋
の
雨

秋
の
夜
や
讃
岐
う
ど
ん
を
皆
で
打
つ

夕
闇
に
芒
さ
さ
や
く
山
の
裾

秋
麗
ら
主
人
自
ら
垣
を
刈
る

梨
も
ぎ
に
行
き
し
稲
城
の
今
む
か
し

枝
ひ
と
つ
無
駄
な
く
小
花
の
杜
鵑
草
（

ほ
と
と
ぎ
す
）

太
刀
魚
の
鑑
定
の
ご
と
糶
（

せ
り
）

出
さ
る

ド
ロ
ッ

プ
の
葡
萄
色
選
り
秋
惜
し
む

秋
霖
や
意
外
に
遠
い
歯
科
医
ま
で

秋
の
虹
隣
の
客
の
肩
た
た
き

秋
彼
岸
御
萩
狙
ひ
し
頃
も
あ
り

も
う
一
献
戻
り
鰹
が
催
促
す

垢
抜
け
た
三
味
線
形
の
石
燈
籠

　
初
代
十
寸
見
（

ま
す
み
）

河
東
の
法
要

灯
を
消
し
て
雨
の
音
聴
く
夜
半
の
秋

焼
か
れ
て
も
秋
刀
魚
き
り
り
と
見
つ
め
た
り

武
相
荘
夫
妻
の
美
学
柿
実
る

深
更
に
明
日
待
つ
木
槿
ほ
の
白
く

電
柱
に
蟬
激
突
し
命
果
つ

有
る
が
ま
ま
に
風
を
友
と
し
秋
桜

友
の
織
る
秋
の
ス
ト
ー

ル
甕
覗
（

か
め
の
ぞ
き
）

は
や
北
の
便
り
に
赤
き
草
も
み
ぢ

二
日
酔
い
押
さ
え
に
初
の
柿
を
食
ふ

鳴
く
ほ
ど
に
命
透
き
ゆ
く
秋
の
蟬

裸
灯
の
を
と
こ
の
ア
ジ
ト
新
走

秋
蝶
や
八
十
路
の
わ
れ
に
戯
れ
り

あ
の
星
が
終
の
住
処
か
夕
す
す
き

白
い
秋
曳
き
曳
き
蟻
の
遠
ざ
か
る

新
米
に
チ
ョ

コ
レ
ー

ト
添
へ
転
送
す

盛
雄

仝
天
牛

け
い
子

仝
亜
也

啓
子

昇
一
灯

健
介

五
郎
太

仝 猛
紀
久
男

そ
ら
お

け
い
子

亜
也

亜
也

仝
規
雄

仝 仝
啓
子

昇
一
灯

仝
ゆ
た
か

弘
子

弘
子

（

紀
）

（

五
）

（

万
）

（

紀
）

（

五
）

（

正
）

（

紀
）

（

孤
）

（

亜
）

（

万
）

（

龍
）

（

三
）

（

龍
）

（

敏
）

（

允
）

（

猛
・
保
）

（

忠
・
孤
）

（

万
・
保
）

（

千
・
く
）

（

万
・
孤
）

（

紀
・
亜
）

（

孤
・
天
）

（

猛
・
万
）

（

五
・
保
）

（

彦
・
ゆ
）

（

千
・
三
）

（

孤
・
灯
）

（

五
・
三
）

（

万
・
灯
）

　
鈴
本
演
芸
場
昼
の
部
見
物
→

築
地
「

紅
蘭
」

会
費
　
ロ
長

 
（

☆
→
「

二
日
酔
ひ
押
さ
へ
に
初
の
柿
を
食
ふ
」
）

 
（

☆
→
「

在
る
が
ま
ま
風
を
友
と
し
秋
桜
」
）

 
（

☆
→
「

深
更
の
明
日
待
つ
木
槿
ほ
の
白
し
」
）

 
（

☆
…

下
五
「

打
つ
」
→
「

打
ち
」
）

 
（

☆
…

語
順
を
変
え
て
み
た
い
「

歯
科
医
ま
で
意
外
に
遠
し
秋
時
雨
」
）

　
　
●
次
回
青
葉
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

十
一
月
三
十
日
（

木
）

　
　
年
忘
れ
句
会

　
▲
当
季
雑
詠
五
句
　
投
句
二
句

十
月
二
十
六
日
（

木
）

　
午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー



三 二 一
秋
う
ら
ら
銀
盃
享
く
る
母
百
歳
　
　
　
　
　
　
　
仝

虫
の
音
を
聞
き
分
け
し
つ
つ
寝
入
り
け
り
　
　
　
仝

雨
上
が
る
庭
の
ソ
リ
ス
ト
鉦
叩
　
　
　
　
　
　
　
堂
哉

磯
菊
や
安
房
の
磯
波
音
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
仝

白
桔
梗
三
味
ひ
く
母
の
正
座
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

夕
さ
り
の
何
急
か
さ
る
る
法
師
蟬
　
　
　
　
　
　
允
章

ペ
ン
胼
胝
は
死
語
と
な
り
け
り
灯
火
親
し
　
　
　
仝

秋
風
が
弾
痕
抜
け
る
ジ
ャ

ズ
の
街
　
　
　
　
　
　
正
明

　
　
|
「

森
の
座
」

１
０
月
号

蒸
し
暑
き
ミ
ナ
ミ
占
領
華
語
韓
語
　
　
　
　
　
紀
久
男

語
り
部
の
ふ
い
の
嗚
咽
や
卯
波
騒
（

南
三
陸
町
）

仝

万
緑
の
力
の
中
に
ゐ
て
淋
し
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

手
花
火
そ
の
火
玉
の
ご
と
く
畢
り
た
し
　
　
　
　
仝

妻
へ
一
輪
赤
に
力
の
あ
る
薔
薇
を
　
　
　
　
　
　
青
史

黒
髪
の
利
発
な
瞳
パ
リ
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

母
の
忌
や
檸
檬
の
花
の
硬
く
咲
く
　
　
　
　
　
　
仝

泣
く
ま
い
と
迷
子
の
我
慢
立
葵
　
　
　
　
　
　
　
弘
子

金
魚
草
小
金
を
得
れ
ば
奢
り
癖
　
　
　
　
　
　
　
仝

蜈
蚣
打
つ
介
護
が
鍛
へ
し
腕
っ

節
　
　
　
　
　
　
仝

く
ち
な
し
や
清
拭
タ
オ
ル
へ
熱
湯
を
　
　
　
　
眞
希
子

満
月
と
明
星
の
間
（

あ
ひ
）

へ
遠
花
火
　
　
　
　
仝

白
米
を
巻
く
新
海
苔
の
黒
光
り
　
　
　
　
　
　
　
仝

亡
き
父
の
文
語
聖
書
を
繰
る
日
永
　
　
　
　
　
　
仝

一
株
に
十
花
の
蛍
袋
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

閑
（

し
づ
）

け
さ
や
詩
友
と
滝
を
聴
く
真
昼
　
　
仝

島
う
ら
ら
船
跡
消
ゆ
る
無
音
界
　
　
　
　
　
　
　
仝

春
雷
や
耳
塞
ぎ
つ
つ
吟
行
へ
　
　
　
　
　
　
　
万
里
子

　
　
|
き
さ
ら
ぎ
句
会
　
９
月

バ
ツ
イ
チ
の
子
持
を
貰
ふ
秋
挙
式
　
　
　
　
　
　
　
仝

地
虫
鳴
く
妻
と
ア
ン
パ
ン
半
分
こ
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

虚
栗
子
に
つ
け
回
す
長
寿
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

全
摘
を
見
舞
ひ
し
帰
途
や
鉦
叩
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

移
る
世
や
千
年
変
ら
ぬ
虫
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
健
介

競
ひ
合
ふ
秋
の
七
草
た
か
ら
づ
か
　
　
　
　
　
　
　
仝

山
霧
が
隠
す
馬
籠
の
石
地
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
雄

　
　
|
「

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」

１
０
月
号
　
　
　
　
　
今
井
聖
　
選

妻
は
に
か
み
つ
踊
の
中
に
入
り
に
け
り
　
　
　
　
　
規
雄

　
　
|
「

俳
句
四
季
」

１
０
月
号

落
陽
の
忘
れ
形
見
の
烏
瓜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

漁
網
繕
ふ
秋
光
を
編
み
込
み
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

垂
直
に
水
落
と
す
ダ
ム
秋
初
め
　
　
　
　
　
　
　
　
孤
舟

　
　
|
「

俳
句
」

１
０
月
号

基
督
の
磔
刑
像
や
う
そ
寒
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

銀
漢
の
流
る
る
果
て
の
漁
火
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

火
の
ご
と
き
柘
榴
の
裂
け
目
無
口
な
り
　
　
　
　
　
仝

柳
散
る
水
の
都
の
船
着
き
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

少
年
に
秘
密
あ
り
け
り
黒
葡
萄
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

散
り
急
ぐ
木
犀
の
香
や
夜
の
し
じ
ま
　
　
　
　
　
　
仝

寝
静
ま
る
合
掌
の
郷
銀
河
濃
し
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

噴
煙
を
染
め
つ
つ
島
の
秋
夕
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

鳳
仙
花
爆
ぜ
て
天
地
を
轟
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

明
日
の
色
蕾
に
包
み
牽
牛
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

初
風
に
戦
ぐ
竹
林
嫋
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

黎
明
の
朝
顔
市
の
湿
り
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孤
舟

　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

　
忠
彦
さ
ん
が
準
備
さ
れ
た
軽
食
（

鳥
の
唐
揚
、

鉄
火
巻
、

漬
物
等
）
、

万
里
子
先
生
寄
贈
の
「

井
之
頭
煎
餅
」

と
ミ

平
成
二
十
九
年
九
月
句
会
報

好
き
な
季
語
」

萬
緑
（

２
０
０
６
年
４
月
号
掲
載
の
コ
ピ
ー
）
。

大
滝
君
の
落
語
会
チ
ラ
シ
を
回
覧
し
乍
ら
開
会
。

の
コ
ピ
ー

及
び
「

俳
句
あ
る
ふ
ぁ
」
（

毎
日
新
聞
）

４
・
５
月
号
（

夏
井
い
つ
き
特
集
）
、

恭
延
さ
ん
寄
稿
の
「

私
の

　
今
回
は
病
気
回
復
の
忠
彦
さ
ん
ら
１
０
名
出
席
。

投
句
９
名
。

孤
舟
選
者
及
び
松
浦
加
古
さ
ん
の
作
品
掲
載
誌
の
句

　
関
係
者
近
詠

猛
さ
ん
の
進
行
役
で
御
覧
の
よ
う
に
孤
舟
さ
ん
、

天
牛
さ
ん
、

一
灯
さ
ん
、

盛
雄
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。

ニ
羊
羹
、

亜
也
さ
ん
の
純
米
大
吟
醸
「

大
信
州
」
、

忠
彦
さ
ん
の
純
吟
「

真
澄
」
、

小
生
の
純
米
「

半
蔵
・
神
の
穂
」

に
詠
ま
れ
た
武
相
荘
の
主
に
天
牛
さ
ん
が
呼
び
出
し
を
食
っ

た
思
い
出
な
ど
を
話
題
に
し
ま
し
た
。

（

伊
賀
）

を
賞
味
し
つ
つ
社
友
会
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
（

社
長
挨
拶
。

保
明
さ
ん
出
席
さ
れ
た
こ
と
等
）

や
亜
也
さ
ん
が
句

　
司
馬
遼
太
郎
の
俳
句
…
「

俳
句
」

1
0
月
号
に
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
の
上
村
館
長
が
披
露
。

　
風
花
に
京
（

み
や
こ
）

さ
び
た
る
格
子
か
な

　
立
春
や
嘉
兵
衛
の
里
の
古
い
ら
か
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